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記
念
式
典
は
、
練
馬
区
長 

前
川
燿
男
様
、
区
議
会
議
長 

田
中
ひ
で
か
つ
様
を
は
じ
め
多

く
の
来
賓
の
方
を
お
迎
え
し
て

行
い
ま
し
た
。 

児
童
代
表
と
し
て
五
・
六
年

生
が
参
加
し
、
呼
び
か
け
と
歌

を
披
露
し
ま
し
た
。 

石
神
井
西
小
学
校
は
、
練
馬

区
で
三
番
目
に
で
き
た
学
校
で

歴
史
も
深
く
、
明
治
九
年
東
京

府
北
豊
島
郡
第
三
中
学
区
第
二

十
二
番
公
立
小
学
校
豊
關
学
校

と
し
て
開
校
し
て
以
来
、
五
回

の
改
称
を
経
て
お
り
、
昭
和
二

十
二
年
東
京
都
練
馬
区
立
石
神

井
西
小
学
校
に
改
称
し
、
現
在

に
至
り
ま
す
。 

最
初
の
歌
「
ふ
る
さ
と
」
（
う

さ
ぎ
追
い
し
…
）
を
気
持
ち
込

め
て
歌
い
上
げ
た
あ
と
、
百
四

十
年
前
の
石
西
小
の
始
ま
り
か

ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
を
見
つ

め
、
学
校
の
名
前
の
移
り
変
わ

り
と
社
会
の
移
り
変
わ
り
に
つ

い
て
一
人
一
人
が
呼
び
か
け
を

行
い
ま
し
た
。 

最
後
に
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
の

「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
い
上
げ
、

来
賓
を
始
め
式
典
へ
参
加
し
た

方
々
へ
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。
子
供
た
ち
の
呼
び
か
け

の
お
か
け
で
す
ば
ら
し
い
記
念

練
馬
区
立
石
神
井
西
小
学
校 

学
校
通
信 

１２
月
号 

平
成
28
年
１２
月
１
日
発
行 

 

祝 
開
校
百
四
十
周
年 

 

副
校
長 

米
田
恵
美
子

子
子 

十
一
月
は
開
校
百
四
十
周
年

を
祝
う
記
念
行
事
を
行
い
ま
し

た
。 十

一
月
十
日
（
木
）
は
児
童
に

よ
る
「
開
校
百
四
十
周
年
記
念
集

会
」
を
行
い
、
各
学
年
で
学
校
の

誕
生
日
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
ど

の
学
年
も
学
校
の
歴
史
を
テ
ー

マ
に
出
し
物
を
考
え
ま
し
た
。
一

年
生
の
「
誰
だ
っ
て
お
誕
生
日
」

か
ら
、「
石
西
小
の
良
い
と
こ
ろ
」

「
昔
の
道
具
や
昔
ク
イ
ズ
」
な

ど
、
ど
の
学
年
も
石
西
小
の
歴
史

が
わ
か
る
出
し
物
で
し
た
。 

 
 

 

十
一
月
十
二
日
（
土
）
は
石
神

井
西
小
学
校
開
校
百
四
十
周
年

記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。 

当
日
の
午
前
は
、
警
視
庁
音
楽

隊
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド(

Ｍ
Ｅ
Ｃ)

に

よ
る
音
楽
鑑
賞
教
室
を
行
い
、
お

祝
い
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。 

式
典
に
な
り
ま
し
た
。 

記
念
式
典
を
大
成
功
で
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
保
護
者
や
地

域
の
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
が
あ

れ
ば
こ
そ
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
年
近
く
に
渡
り
開
校
百
四

十
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
の
皆

様
が
中
心
と
な
り
計
画
し
て
い
た

だ
い
た
記
念
祝
賀
会
も
盛
大
に
執

り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ご
来
賓
の
皆
様
、
学
校
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
保
護
者
・
地
域
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

十
二
月
は
開
校
百
四
十
周
年
記

念
展
覧
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
百

四
十
周
年
の
お
祝
い
は
ま
だ
ま
だ
続

き
ま
す
。
そ
し
て
次
の
百
四
十
一
年

の
年
へと
繋
い
で
参
り
ま
す
。 

 

  

（写
真
） 

開校１４０周年記念式典 

 

開校１４０周年記念集会 

開校１４０周年記念音楽鑑賞教室 
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 12 月６日に連合音楽鑑賞教室が行われます。この連合音楽鑑賞教室は、６年生が練馬文化センターに行き、 

東京都交響楽団のオーケストラの演奏を通して、生の演奏を聴いて音楽に親しんだり、音楽を聴くマナーを身 

に付けたりする活動です。 

今回のプログラムでは、クラシック曲が多く、子どもたちになじみがないように思われますが、町中やテレ

ビなどで多用されている、聞きなじみのある曲が盛り込まれています。また、子どもたちになじみのある、木

琴の「マリンバ」をメインとして演奏する「チャルダッ 

シュ」や、今年度の運動会で 5，6 年生が組体操で使用 

した「交響曲第９番 ホ短調「新世界より」第４楽章」が 

演奏されます。 

全員合唱「ビリーブ」は、今月の歌などで歌ったこと 

がありますが、連合音楽鑑賞教室ではピアノの伴奏では 

なく、オーケストラの伴奏で、さらに練馬区内の他の小 

学校の児童とも一緒に歌うことができ、貴重な体験にも 

つながります。 

この連合音楽鑑賞教室を通して、子どもたちが音楽に 

また一歩近づけると期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者会 

                担当 吉澤 
冬休み前の保護者会を下記のように開催しま

す。保護者の皆さんと２学期の行事を改めて振り

返ったり、通知表や冬休みの生活の仕方について

説明したりする予定です。お忙しいこととは存じ

ますが、多くの保護者の皆様のご参観をお待ちし

ております。 

         記 

 

 

12月 8日（木） 

1～3年生   15:00～16:00 各教室 

わくわく学級  14:50～16:00 わくわく調理室 

 

12月 9日（金） 

4～5年生  15:00～16:00 各教室 

6年生   15:00～16:00 家庭科室 

※5・6年生は移動教室での様子を報告いたします。 

 

持久走週間 

               担当 山本 

  

中休みに、低学年と中・高学年それぞれのコース

に分かれて、低学年は 3 分間、中・高学年は 5 分間

の持久走を行います。 

持久走週間を通して、一人一人持久力をつけるこ

とはもちろんですが、走ることの楽しさ、体を動か

すことの心地よさを味わい、日常化につなげていき

たいと思います。 

普段の服装で行いますので、走る時には一枚脱げ

るような体温調節のしやすい服装や、汗拭きタオル

の持参など、ご配慮をお願いします。 

また、全員参加で行いますが、各自の体調に合わ

せて無理のない走り方をさせたいと思いますので、

体調の悪い場合は、担任に連絡するようにお願いし

ます。 

 持久走週間 
  12 月 12 日（月）～12 月 21 日（水） 

 

冬休みの生活 

                                          生活指導部 
 2 学期が終わると冬休みに入ります。寒い日も続き、体調管理も難しいと思います。大晦日や元旦を除

き、普段の日は起きる・寝る時刻を決めて、生活のリズムを守りましょう。 

家族の一員として、子供たちも年末年始の大掃除やお手伝いも積極的に行えるとよいと思います。また、

子供たちだけで外出するときは「行く場所」「誰と遊ぶか」「何時に帰るか」の３つを必ず確認するように

してください。大きなお金を持って子供たけで繁華街に行くことのないようにしましょう。 

 

プログラム 

１．歌劇「カルメン」前奏曲 

２．楽器紹介「都響・オーケストラクエスト」 

３．組曲「カレリア」より 行進曲風に 

４．チャルダッシュ 

５．全員合唱「ビリーブ」 

６．交響曲第９番 ホ短調「新世界より」第４楽章 
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◇相談室 １２月予定 

スクールカウンセラー 9 時～17 時 

１（木）／ １２（月）／  

１９（月） 

心のふれあい相談員 9 時～15 時 

  ２（金）／ ６（火）／ ９（金） 

１３（火）／１６（金）／２０（火） 

   
 

どんな小さなことでも構いません、 

お気軽にご利用ください。 

（専用予約電話：080‐2012‐1564） 

             

音楽室から 

               担当 松本 
 先日のロング音楽朝会では、各学年が学んでき

たことをさまざまに盛り込んで、学習の成果を発

表しました。また、他学年の演奏を鑑賞すること

で、気付いたことや学んだことが多々あったとい

う子どもたちからの声がたくさんあがり、上級生

の演奏を聴いて、子ども同士で学ぶことの大切さ

も再確認いたしました。 

現在の音楽の授業では、どの学年もロング音楽

朝会での学びを生かして、「自分の思い」を歌や

楽器にのせて演奏する活動に取り組んでいます。

140 周年記念式典では、高学年がとてもよい顔を

して歌っていました。思いは、歌っている時に表

情に出ると感じます。 

 

お知らせ 

石西小学校応援団が東京都から表彰されました 

石神井西小学校の学校応援団が、１１月 5日（土）に都庁

で東京都教育委員会から表彰されました。「長年にわたって、

校庭・図書館・体育館の開放事業、学校応援団祭りなどの運

営をはじめ、子供たちの自主的な遊びや読書、宿題の場など

を提供し、地域と子供たちの心と体のふれあいなど交流を目

的した活動を行うとともに、子供たちの安全にも十分配慮し

た活動を行ってきた功績がこの開校１４０周年を記念する

年に認められました。」 

学校応援団の皆様、本当におめでとうございます。そして、

日々の活動に感謝申し上げます。        (副校長) 

                

 お願い 

 

わくわく学級では、１１月４日(金)に練馬区内で行われた、「特別支援学級合同運動会」に参加してきま

した。合同運動会に向けて、体育の時間や休み時間など一生懸命に練習してきました。種目は、５０ｍ走、

１００ｍ走、１０００ｍ走や綱引き、玉入れなどがあります。どの児童も自分が出る種目を精一杯頑張り

ました！！勝ち負けは、もちろんありますが、それ以外に得るものが大きかった運動会となりました。 

 

 

 

繭玉人形作り（展覧会作品） 

              担当 吉澤 

３年生は、理科の学習の一環で、６月から蚕を育

てる学習を始めました。初めは見た目から、気持ち

悪がっていた子どもたちも、えさをやったりフンの

掃除をしたりするうちに愛着が湧き、全員が蚕に触

れられるようになりました。学習の終盤で、「蚕とい

う生き物は、繭の中でさなぎになり成虫のカイコガ

になる。その後、オスとメスで卵を産んだ後は、命

が終わってしまう生き物なんだよ。」と伝えると悲し

くて泣いてしまう子もいました。そんな命の大切さ

を学ばせてくれた蚕の繭を使って繭玉人形を作り、

展示します。蚕が自分たちのために残してくれた繭

を使ってよい作品を作りたい、そんな思いが込めら

れています。ぜひ、ご覧ください。 
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日 曜 朝 ク委 学校行事 
授業時数 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

１ 木 Ｃ６  安全指導 落ち葉掃き(５) 前日準備 ５ ６ ６ ６ ６ ６ 

２ 金 基礎  展覧会(1 日目)  落ち葉掃き(５) ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

３ 土    ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

４ 日          

５ 月   振替休業日       

６ 火 全朝  会場片付け(５) 連合音楽鑑賞教室(６) ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

７ 水 Ｂ５   ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

８ 木 集会  保護者会(１・２・３・わ) １～３年 5 時間授業 ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

９ 金 基礎  保護者会(４・５・６)  ４～６年 5 時間授業 ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

１０ 土 Ａ３  避難訓練(集団下校) ３ ３ ３ ３ ３ ３ 

１１ 日          

１２ 月 全朝  持久走週間始 ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

１３ 火 朝読  社会科見学(４)  3 年 2 組吉澤教諭研究授業 ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

１４ 水 Ｂ５   ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

１５ 木 音朝  自転車遠足(わ) ５ ６ ６ ６ ６ ６ 

１６ 金 基礎 C   ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

１７ 土   Ｐちゃんまつり       

１８ 日          

１９ 月 全朝 ク クラブ活動 ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

２０ 火 朝読  ５時間授業(全)（自転車遠足(わ) 予備日） ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

２１ 水 Ｂ５  持久走週間終 ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

２２ 木 式  ２学期終業式 大掃除 ５ ６ ６ ６ ６ ６ 

２３ 金   天皇誕生日       

２４ 土          

２５ 日          

２６ 月   冬季休業日始 ～2017.1. 9       

２７ 火          

２８ 水          

２９ 木          

３０ 金          

３１ 土          

 

 

１２月の生活目標 

整理整頓をしよう 

○空気の入れ替え 

○身の回りの整理整頓 

○「冬休みのすごし方」の指導 

○掃除の仕方 

○普段手の届かないところの掃除 

物に対する感謝の気持ちをもちましょう 

職員室の前には、落とし物置き場があります。そこ

にはいつもたくさんの落し物が並んでいて、持ち主が

現れるのを待っています。記名してあれば、もっと大

事に使ってくれていれば、こんなことにはならないは

ずです。いつも私たちの生活を豊かにしてくれている

道具達に感謝の気持ちをもって、大切に使いましょう。 

持 

久 

走 

週 

間 
展覧会(２日目)  落ち葉掃き(５) 給食あり 


